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QA10  個人で放射線量を測りたいのですが、測定器の種類によって違いはあり

ますか

 
 
 一般に線量計は、セシウムからのγ（ガンマ）線により校正※1 しています。簡易線量計

に多い GM 型の測定器では、セシウムのγ（ガンマ）線より低いエネルギーに対して高め

の値を表示する傾向があり、正確に測定できないことがあります。場所による線量率の大

小を比較するおおよその目安程度に考えてください。電離箱式の線量計は正確ですが、感

度がやや低くなります。現在問題になっているセシウムによるγ（ガンマ）線を計測する

には、エネルギー補償機能※2の付いたシンチレーション式の測定器が最も適しています。 
 一方、GM 型測定器ではβ（ベータ）線に対する感度が高いために、β（ベータ）線放出

核種による表面汚染の検出に優れています。 
 
※1：校正：測定器の指示値と基準となる放射線量とを比較しその違いを調べること。 
※2：エネルギー補償機能：γ（ガンマ）線のエネルギーを考慮して線量を表示する機能 
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